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　１月７日に白岩字塩ノ崎地区で、八ツ田内七福神舞が披
露され、県内外から多くの皆さんが、伝統の舞を一目見よ
うと集まりました。
　八ツ田内七福神舞は、元禄年間ごろに始まったとされ、
350年以上の伝統を誇る本宮市指定無形民俗文化財です。
塩ノ崎地区の10軒で保存会を結成して伝統の踊りを継承
し、毎年１月７日の夕方に地区内の家をまわります。
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■
皆
さ
ん
に
感
謝
！

　

私
た
ち

は
、
昨
年

10
月
か
ら

20
人
の
仲

間
と
実
行

委
員
と
し

て
活
動
を

始
め
ま
し

た
。
一
生
に
一
度
の
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
思

い
出
に
残
る
も
の
に
す
る
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
す
る
同
級
生
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
記
念
事
業
で
は
、
小
中
学
校

の
ア
ル
バ
ム
か
ら
想
い
出
の
写
真
を
編
集
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
と
、
式
典
の
参
加
者
に
手
作
り

の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
抽
選
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
３
カ
月
間
に
わ
た
る
準
備
と
、
式

当
日
の
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
務

め
、
素
晴
ら
し
い
成
人
式
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
の
仲
間
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

新
成
人
と
な
っ
た
私
た
ち
は
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
と
、
社
会
で
の
協
調
・
責
任
を
持
ち
、

日
々
成
長
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ

め
と
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
や

関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

成人者を代表して謝辞を述べる渡邊翔さん（白沢中出身）

■
凛
々
し
く
晴
れ
の
門
出

　

１
月
13
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
た
の
は

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
、

３
６
１
人
。
こ
の
う
ち
３
０
７
人
が
成

人
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

成
人
者
の
矢
吹
紋
佳
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
よ
り
全
員
で
国
歌
を
斉
唱
し
た

の
ち
、
高
松
市
長
か
ら
出
身
中
学
校
ご

と
に
代
表
３
人
に
成
人
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
松
市
長
の
式
辞
に
続

き
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
こ
と

ば
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
成
人
者
を
代
表

し
て
渡
邊
翔
さ
ん
が
感
謝
と
成
人
の
誓

い
の
こ
と
ば
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
ー
ツ
姿
や
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
た

ち
は
、
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
思
い
出
話
し
や
記
念
撮
影
な
ど

を
し
て
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
３
６
１
人
の
門
出
を
祝
う

成人式記念事業実行委員会
委員長 渡邉桂子さん
（本宮一中出身）
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新成人者の生まれた年は新成人者の生まれた年は
主な出来事
 ４月　ユーゴスラビア社会主義連邦共和国解体
 ６月　PKO協力法成立
 ７月　山形新幹線開業
 　　　バルセロナオリンピック開幕
 ８月　韓国、中華人民共和国と国交樹立
 　　　「スーパーマリオカート」が発売
 ９月　毛利衛がスペースシャトル・エンデバーに搭乗
 　　　日本全国の公立学校で毎月第２土曜日を休業日とする
 　　　月1回の学校週5日制スタート

10月　この月の有効求人倍率が1.0を下回り、いわゆる
 　　　就職氷河期となる
11月　沖縄県那覇市首里に首里城が復元される
12月　宮澤改造内閣発足
 　　　紅白歌合戦を最後に、人気バンドチェッカーズが解散
 １月　大相撲の曙が外国人力士として初めて横綱に昇進
 ２月　M6.6の「能登沖地震」発生、石川県で最大震度５
 ３月　みずいろ公園完成
 　　　新幹線「のぞみ」が山陽新幹線で運行開始

新成人者の生まれた年は新成人者の生まれた年はこんな年でしたこんな年でしたこんな年でしたこんな年でした

小山伸也小山伸也さん　（本宮一中出身）さん　（本宮一中出身）

宗形千穂宗形千穂さんさん
（本宮一中出身）（本宮一中出身）

平野千夏平野千夏さんさん
（本宮一中出身）（本宮一中出身）

①20歳になり何事も自由にできる
反面責任を持たないといけない
ので、自覚をもって生活したい。

②大学卒業後は、地元に戻って市
役所で働きたい。自分自身スポ
少でお世話になったので、指導
者として貢献したい。

①20歳になった実感はな
いですが、親や友だち
みんなに感謝したい。

②養護教諭を目指してい
るので、ぜひ夢をかな
えたい。

①とてもうれしい。友だ
ちと一緒にお酒を飲め
るのも楽しみ。

②４月からドイツへ語学
留学します。将来は海
外で仕事がしたい。

渡邉貴大渡邉貴大さん　（本宮二中出身）さん　（本宮二中出身）

①成人式を迎え、改めて親に感
謝したいという気持ちが１番
大きい。大学卒業までまだお
世話になりますが、よろしく
お願いします。

②地元に帰り、福祉関係の仕事
に就きたい。

阿部　主阿部　主さん　（白沢中出身）さん　（白沢中出身）

①自分はまだ学生ですが、すでに
仕事をしている仲間を見ると大
人の仲間入りだという実感が湧
いてくる。今日は友だちに久し
ぶりに会えてうれしい。

②離れてみてふるさとのありがた
みがわかるようになった。地元
に戻り、車関係の仕事に就きたい。

成人式記念事業実行委員会の皆さん

▲成人証書を授与される
　橋本綾子さん（本宮一中出身）

▼成人証書を授与される
　國分拓弥さん（本宮二中出身）

◀成人証書を授与される
　佐藤沙由里さん（白沢中出身）

◀ 「ひとつの判断で勝負が決まる。
的確な判断力と感謝の気持ちを
忘れずに多くの人から感謝され
る人間になってほしい。」と恩
師を代表して渡邊康彦先生から
祝辞をいただきました

▲国歌斉唱のピアノ伴奏を務めた
　矢吹紋佳さん（本宮二中出身）
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TOPICS 話 題
　

第
８
回
文
部
科
学
大
臣
杯
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
全
国
小
学
生
団
体
戦
２
０
１
２

が
、
12
月
15
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
、
し
ら
さ
わ

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
５

年
生
男
子
の
部
で
優
勝
の
栄
光
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
生
男
子
の
部
ベ
ス
ト
８
と
あ
わ
せ

て
、
高
学
年
男
子
の
部
で
準
優
勝
、
６
年
生
女
子

の
部
で
も
ベ
ス
ト
８
入
賞
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を

残
し
ま
し
た
。

※ 

「
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
・
テ
ニ
ス
」
は
、
テ
ニ
ス
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
み
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
や

挨
拶
・
礼
儀
作
法
な
ど
の
基
本
的
マ
ナ
ー
も
得
点
の

対
象
と
な
る
も
の
で
す
。

全
国
大
会
で
見
事
優
勝

　

マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

　

マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

       
       

全
国
小
学
生
団
体
戦
２
０
１
２

全
国
小
学
生
団
体
戦
２
０
１
２

機
敏
に
行
進

消
防
出
初
式
で
無
火
災
誓
う

消
防
出
初
式
で
無
火
災
誓
う

交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
て

交
通
教
育
専
門
員
辞
令
交
付
式

交
通
教
育
専
門
員
辞
令
交
付
式

しらさわジュニアテニスクラブスポーツ少年団の皆さん

高松市長から辞令を手渡される三瓶和彦さん

ラッパ隊の通常点検を行う國分団長はじめラッパ隊幹部、
来賓の皆さん（上）分列行進の様子（右）

　

平
成
25
年
消
防
出
初
式
が
、
１
月
６
日
に
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
関
係
者
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
通
常
点

検
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
初
式
の
後
に

「
市
内
分
列
行
進
」
も

行
わ
れ
、
日
々
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

本
宮
市
交
通
教
育
専
門
員
辞
令
交
付
式
が
１
月
８

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
、
新
任
専
門
員
そ
れ
ぞ
れ
２
人
と
再
任
の
専

門
員
６
人
に
市
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
を
は
じ
め

市
民
の
交
通
安
全
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
交
通
教
育
専
門
員
】（
敬
称
略
）

　
　

退
任　
　

三
瓶　

義
髙　
　

望
月　

榮
和

　
　

再
任　
　

長
尾　

良
夫　
　

後
藤
ア
ツ
子

　
　
　
　
　
　

渡
邉　
　

傳　
　

加
藤　

悦
子

　
　
　
　
　
　

宍
戸　

浩
巳　
　

窪
田　

郁
子

　
　

新
任　
　

三
瓶　

和
彦　
　

國
分　

義
弘
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TOPICS 話 題題

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
早
い

も
の
で
、
新
年
を
迎
え
一
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
新
年

は
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
新
年
は
、
今
年
も
伝
統
行

事
な
ど
へ
の
参
加
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
１
月
３
日
の
岩
角
山
大
梵

天
祭
。
６
日
の
消
防
出
初
式
な
ど

で
す
。
と
て
も
寒
い
日
で
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
気
や
消

防
団
員
の
凛
と
し
た
姿
に
、
今
年

１
年
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
で

あ
る
こ
と
を
願
い
、
市
の
発
展
を

誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
13
日
は
市

の
成
人
式
。
市
で
は
今
年
３
６
１

人
が
新
成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

私
か
ら
は
皆
さ
ん
に
、「
為
す
べ

き
こ
と
を
為
し
、
充
実
し
た
人
生

を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、『
ふ
る
さ
と
本
宮
』
に
誇
り

と
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
言
葉
を
贈
ら
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
成
人
代
表
者
か

ら
は
「
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
人

と
な
り
、
郷
土
を
愛
し
、
国
を
背

負
っ
て
い
く
成
人
を
目
指
し
た

い
」
と
の
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
銘
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
26
日
に
新
政

権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
①
復
興
・

防
災
対
策
、
②
成
長
に
よ
る
富
の

創
出
、
③
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域

活
性
化
を
重
点
分
野
と
し
た
緊
急

経
済
対
策
が
決
定
さ
れ
、
大
型
補

正
予
算
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
新
年
度
に
向
け
た

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
復
興
・
復
旧
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
対
策
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
、
将
来
の
本
宮
・
日
本
を
背
負

う
新
成
人
者
の
意
気
込
み
に
応
え

て
い
く
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

２
月
４
日
は
暦
の
上
で
は
立
春

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流

行
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
体
調
管
理
に
十
分
ご
注
意
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
月
23
日
執
筆
）

「
新
年
行
事
に
参
加
し
て
」

本 宮 市 長
高 松 義 行

こんにちは市長ですこんにちは市長です Vol.6

遠藤未紀さん（中央）と本宮一中角田校長、人権擁護委員の皆さん

小泉ときさん（中
央）と本宮二中熊
坂校長、小山先
生、人権擁護委員
の皆さん

一番身近な相談相手
人権擁護委員に委嘱状を交付人権擁護委員に委嘱状を交付
　１月17日、新たに人権擁護委員に委嘱される
伊藤正昭さんと再任された伊藤久子さんに、法
務大臣からの委嘱状が手渡されました。任期は
３年です。
　また、平成12年から12年間にわたり人権擁護
委員として相談にあたられた五十嵐住男さん
（本宮字馬場）が退任され、法務大臣から感謝状
が贈られました。

【人権擁護委員連絡先】
清水マサ子さん（本宮字万世） ☎３３－３７９８
伊藤　久子さん（本宮字上町） ☎３４－２６８５
菅野　純紘さん（仁井田字西町） ☎３３－３７５５
伊藤　正昭さん（岩根字本郷） ☎３９－２３０７
國分八重子さん（糠沢字小田部） ☎４４－３６８３
鈴木　哲彌さん（白岩字寺内） ☎４４－３６３２
根本　幸子さん（和田字喜多） ☎４４－３２９２

遠藤さんと小泉さんが奨励賞を受賞
全国中学生人権作文コンテスト全国中学生人権作文コンテスト
　法務省と全国人権擁護委員連合会が実施し
ている「全国中学生人権作文コンテスト」で、
遠藤未紀さん（本宮一中３年）と小泉ときさ
ん（本宮二中３年）の作品が福島人権擁護委
員協議会奨励賞を受賞し、本市人権擁護委員
から賞状が伝達されました。

伊藤正昭さん 伊藤久子さん
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　本宮市では、『本宮市自主的財政健全化計画』を策定し、市民の皆さんへのサービスの維持向上を
図りながら、将来にわたって安定した財政運営ができるように取り組んでいます。
　平成23年度の決算が確定したことから、『本宮市自主的財政健全化計画平成23年度実績』がまと
まりましたので、その概要をお知らせします。

　平成23年度の歳入総額は、計画額約124億6
千万円に対し、約169億6千万円の実績額となり、
計画額を約45億円上回りました。
　これは、道路や建物などの災害復旧や除染な
どの放射能対策事業に充てられる財源として、
震災復興特別交付税や国県支出金が増えたこと
が主な要因です。

区　　　分 計画額 実績額

地方税
（市民税や固定資産税など）

39億5千万円 39億9千万円

地方譲与税
（国税の一部を地方の財源
として配分するもの）

2億円 2億1千万円

各種交付金
（地方消費税交付金など）

3億8千万円 4億円

地方交付税
（市町村の状況により国から
地方に分配される交付金）

27億6千万円 45億2千万円

分担金及び負担金 1億7千万円 1億6千万円

使用料及び手数料 1億5千万円 1億4千万円

国・県支出金 22億2千万円 35億3千万円

財産・寄附金・諸収入 1億7千万円 4億3千万円

繰入金 6億7千万円 17億6千万円

繰越金
（前年度からの繰越金）

0円 4億3千万円

地方債（※１）

（市町村が行う長期の借入金）
18億円 14億円

歳　入　総　額 124億6千万円 169億6千万円

※１　 地方債には建設事業等の財源として借入れ
するものや、地方交付税の代替えとして借
入する臨時財政対策債等があります。

（注）　 その内臨時財政対策債の返済には、後年度
の地方交付税が財源として充てられます。

　平成23年度の歳出総額は、計画額約124億6
千万円に対し、約159億5千万円の実績額となり、
計画額を約34億9千万円上回りました。
　これは、東日本大震災や台風による被害の災
害復旧事業、除染などの放射能対策に要する事
業費が増えたことが主な要因です。

区　　　分 計画額 実績額
人件費
（職員の給与、議員報酬など）

21億8千万円 21億9千万円

物件費
（消費的性質の経費。需用費
や旅費など）

15億2千万円 18億4千万円

維持補修費
（道路や建物の修繕費など）

7千万円 5千万円

扶助費
（生活保護費や児童手当など
の給付金）

13億2千万円 13億5千万円

補助費等
（補助金、報償費など）

19億2千万円 20億6千万円

公債費
（地方債の元利償還金など）

11億1千万円   11億円

積立金
（財政調整基金などの貯金）

6千万円 16億2千万円

投資及び出資金・貸付金 9千万円     1億円
繰出金
（特別会計への支出金など）

17億3千万円 18億1千万円

投資的経費
（道路、橋、公園など社会資
本の整備に要する経費）

24億6千万円 38億2千万円

歳　出　総　額 124億6千万円 159億5千万円

本宮市自主的財政健全化計画の本宮市自主的財政健全化計画の
平成23年度実績を報告します平成23年度実績を報告します

区　　　分 計画額 実績額
歳　　入 124億6千万円 169億6千万円
歳　　出 124億6千万円 159億5千万円

形　式　収　支 0千万円 10億1千万円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、財政の健全度を判断する指標を定めています
が、本宮市ではいずれの指標も適正値で推移しています。
　健全化計画では、判断指標のうち「実質公債費比率（※２）」について計画値を定めており、平成23
年度の決算より算出される比率は、16.4％となり、ほぼ計画通りの値になりました。
　この値は、適正化計画基準（18％）を下回っており、本宮市の実質公債費比率は適正圏内となり
ました。今後も新たな借入の抑制に努めるなど健全財政への取組みを継続します。
　※２　実質公債費比率…毎年度の経常的な収入に対する借入金返済金の割合。

　平成23年度末の市の債務残高の合計は、計画
額約300億7千万円に対し、平成23年度の新たな
借入が計画よりも少なかったことなどから、約
297億2千万円の実績となり、計画よりも約3億
円低減されました。

　※　地方債（市債）と債務負担行為の合計額。
　　　 地方債は元金、債務負担行為は元利金と

なっています。

◆問い合わせ先
　政策推進課　政策推進係
　☎３３－１１１１　（内線２１８）

　平成23年度末の市の基金（貯金）残高は、計
画額約16億7千万円に対し、実績額は約29億5
千万円でした。
　その中には、後年度の復興事業に備えるため
に新設された震災・原子力災害復興基金（約5
億1千万円）や学校等施設の耐震化等に備える
ための準備基金が含まれています。
　また、財政調整基金（※３）の残高が、計画よ
りも増えていますが、これは、平成22年度末の
残高が約４億円計画を上回っていたこと、地方
交付税が計画額を上回ったことなどにより、決
算剰余金が生まれ、基金への積立が可能になっ
たことなどが主な要因です。

※３　 財政調整基金…年度間の財源の不均衡を
調整するための基金。財源に余裕がある
年度に積立し、財源不足の年度に取り崩
して活用します。

H20年度

H21年度

H22年度

H23年度

計画値　　　実績値
 339.8
336.6

 326.7
319.5

 309.2
304.3

 300.7
297.2

H20年度

H21年度

H22年度

H23年度

計画値　　　実績値

29.5
16.7

25.4
16.9

20.3
16.9

24.8
13.9

本宮市自主的財政健全化計画平成23年度実績報告本宮市自主的財政健全化計画平成23年度実績報告

「本宮市自主的財政健全化計画　平成23年度実績」の詳しい内容は、本宮市のホームページ上で公開しています。
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まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

ま
ホッ

では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さん

カ メ ラ 散 歩

楽
し
い
時
間
と
夢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ピ
エ
ロ
の
ト
ン
ち
ゃ
ん
が
来
た
よ
！

　

12
月
13
日
、
本
宮
第
一
保
育
所
を
「
ケ
ア
リ

ン
グ
ク
ラ
ウ
ン
ト
ン
ち
ゃ
ん
一
座
」
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
協
会
に
よ
る

東
日
本
被
災
地
訪
問
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
た
く
さ
ん

の
風
船
を
次
々
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
植
物
に

変
身
さ
せ
た
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

 

※ 

ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
（
臨
床
道
化
師
）
と

は
、
遊
び
や
関
わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
笑
顔
を
育

む
道
化
師
の
こ
と
で
す
。

芸
術
文
化
を
身
近
に
感
じ
て

ど
ん
ぐ
り
公
演
２
０
１
２
開
催

　

12
月
16
日
に
、
本
市
と
相
互
友
好
協
力
協
定

を
結
ん
で
い
る
福
島
大
学
の
児
童
文
化
研
究

会
の
学
生
が
、
え
ぽ
か
で
「
ど
ん
ぐ
り
公
演

２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
未
就
学
児
と
小
学
校
３
年
生
以
下
の

児
童
を
対
象
に
、
人
形
劇
な
ど
の
芸
術
文
化
表

現
を
身
近
に
感
じ
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
児
童
ら
88

人
が
参
加
し
、
影
絵
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
」
を
は

じ
め
、
人
形
劇
、
絵
本
、
紙
芝
居
、
リ
ズ
ム
遊

び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

農
作
物
の
実
り
に
感
謝

青
田
日
記
沢
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

収
穫
祭

　

青
田
地
区
日
記
沢
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
収
穫
祭

が
、
12
月
２
日
に
地
区
の
集
会
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

収
穫
祭
は
県
共
同
募
金
会
の
助
成
を
受
け
て

実
施
し
た
も
の
で
、
地
区
の
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
約
60
人
が
参
加
し
て
、
１
年
の
農
作

業
の
慰
労
と
安
全
な
農
作
物
を
つ
く
り
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
祝
い
ま
し
た
。

　

千
本
き
ね
で
つ
い
た
餅
と
豚
汁
を
味
わ
い
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲世代を超えて収穫の喜びを分かち合いました

▲トンちゃんと一緒に遊びました

▲どんぐり公演を楽しむ子どもたち
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み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
し
よ
う

キ
リ
ン
ス
マ
イ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
ッ
カ
ー
教
室

　

12
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
岩
根
小
学

校
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
の
名
良
橋 

晃

さ
ん
、
永
島
昭
浩
さ
ん
、
小
倉
隆
史
さ
ん
が
、

児
童
と
一
緒
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

教
室
に
は
、
の
べ
約
３
０
０
人
の
児
童
が
参

加
し
、
３
人
の
元
プ
ロ
選
手
と
触
れ
合
い
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。

心
新
た
に
筆
を
走
ら
せ
る

ふ
れ
あ
い
書
き
初
め
大
会
開
催

　

第
４
回
本
宮
ふ
れ
あ
い
書
き
初
め
大
会
は
、
１
月
５
日
に
中
央
公

民
館
と
白
沢
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
90
人
が
参
加
し
て
、
思
い
思
い
に
筆

を
は
し
ら
せ
、
課
題
の
文
字
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

▲中央公民館の参加者の皆さん　　　　　　　　　　　　　　　▼白沢公民館の参加者の皆さん

サ
ッ
カ
ー
で
交
流

上
尾
市
と
の
子
ど
も
の
交
流
事
業

　

１
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
防
災
協
定
を

結
ぶ
上
尾
市
と
の
５
回
目
と
な
る
子
ど
も
の
交

流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
30
人
が
上

尾
市
を
訪
ね
、
上
尾
市
と
陸
前
高
田
市
の
子
ど

も
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

▲青空の下、練習試合で精一杯ピッチを駆け回りました

▲名良橋さんと一緒に練習

9 広報もとみや ２ 月号



本宮市の皆
さんを紹介するページ本本宮市の皆
さんを紹介するページ

みんなのひろばみんなのひろば

こどものひろばこどものひろばこどものひろば

園長　先﨑君代
【児童数】59人

（平成25年１月１日現在）

白岩幼稚園

「楽しい仲間の作り方」
　

私
は
、
消
防
団
に

入
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
活
動
す
る
わ
け
で

す
が
、
同
じ
目
的
の
み

ん
な
で
動
く
こ
と
を
通

し
て
、
普
段
出
会
う
こ

と
が
な
い
人
と
知
り
合

え
る
の
が
、
も
う
一
つ

　ラーメンが大好きで、食べ歩きが楽し
みと話す伊藤さん。おいしいラーメン屋
さんがあると聞くとどこへでも行ってし
まうそう。「最近は特につけ麺にはまっ
ています」と話してくれました。

今月の人
伊藤　寛 さん
ITO　HIROSHI
（青田字峰崎）

私 の 随 想 録

の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ

地
域
に
育
ち
、
小
中
学
校
が
一
緒
だ
と

年
代
が
違
っ
て
も
一
発
で
盛
り
上
が
れ

ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
と
共
に
最
近
は
若
い
人

た
ち
と
話
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
年

が
離
れ
て
い
て
も
不
思
議
と
違
和
感
を

感
じ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
大
人
な
の

か
、
自
分
が
子
ど
も
な
の
か
…
。
た
だ

み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
時
は
、

歌
う
曲
で
年
の
差
を
感
じ
る
と
き
も
あ

り
ま
す
。（
笑
）

　

ま
た
、
趣
味
で
バ
イ
ク
に
乗
る
の
で

す
が
、
団
員
の
中
に
も
バ
イ
ク
に
乗
っ

て
い
る
人
が
い
て
、
昨
年
も
み
ん
な
で

走
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
群
馬
や
岩

手
に
一
泊
で
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
き
、
夜

は
決
ま
っ
て
お
疲
れ
さ
ま
の
飲
み
会
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
本
当
に
楽
し
く

て
、
ま
た
今
年
も
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

結
論
を
言
い
ま
す
と
、
楽
し
い
仲
間

の
作
り
方
は
、
消
防
団
に
入
る
と
で
き

る
と
い
う
事
で
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
塩
田
月
子
さ
ん
（
糠
沢
字

光
が
丘
）
の
予
定
で
す
。

　

白
岩
幼
稚
園
に
は
、
年
少
４
歳

児
24
人
、
年
長
５
歳
児
35
人
、
計

59
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
元

気
い
っ
ぱ
い
通
園
し
て
い
ま
す
。

　
『
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
』『
友

だ
ち
と
仲
よ
く
遊
べ
る
子
ど
も
』

『
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
子

ど
も
』
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
職

員
が
一
丸
と
な
り
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
日
々
保

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

白
岩
地
区
は
、
保
護
者
の
協
力

が
積
極
的
で
、
各
行
事
に
は
早
朝

よ
り
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々
の

活
動
で
は
、
戸
外
遊
び
の
時
間
が

多
く
な
り
、
固
定
遊
具
や
鬼
ご
っ

こ
等
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

室
内
で
の
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
な
ど
で
も
、
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
会
や
運
動
会
な
ど
の
大
き

な
行
事
で
は
、
一
回
り
大
き
く
な

る
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
米
粉
ピ
ザ
作
り
・
カ

レ
ー
作
り
な
ど
の
食
育
活
動
で

は
、
自
ら
作
っ
て
食
べ
る
こ
と

で
、
自
分
の
周
り
の
食
に
か
か
わ

る
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
に
関
心
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
行
事
や
日
々
の
生
活

を
通
し
て
、
市
幼
稚
園
教
育
の
重

点
で
も
あ
る
『
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成
』、
目
指
す

姿
と
し
て
『
一
人
一
人
が
自
分
な ▲寒さに負けず外遊び
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あの声は、私です…

秘 情報

あの声は、私です

秘

す…

情報情報情報報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　頑張る俺達消防団
◆本　名：
　武田尋和・遠藤隆
　遠藤琢也・小石澤佑樹

◆出　　身：本宮市内
◆趣　　味：消防活動
◆担当番組：頑張る俺達消防団
　　　　　　（毎月15日　午後10時00分～）
◆リスナーに一言： 地元から火事を出さないよう

にしましょう !!

活躍人訪問
Interview No.32

「新しい事業も取り入れていきたい」と話す桑原支
部長と愛犬のハナちゃん

津
若
松
市
を
訪
ね
、
鶴
ヶ
城
や
県
立

博
物
館
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。　

ま
た
、
会
員
訪
問
事
業
で
は
外
出
が

難
し
い
会
員
宅
を
訪
問
し
、
体
調
や

最
近
の
様
子
な
ど
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

■
支
部
長
と
し
て
の
思
い

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
、
心
の
お
つ
き
あ
い
が
大
事
だ
と

思
っ
て
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
５
０
０
人
い
た
会
員

が
年
々
減
少
し
、
会
員
も
高
齢
化
が

進
み
、
新
し
い
会
員
が
な
か
な
か
増

え
な
い
こ
と
が
悩
み
の
種
で
す
。
会

員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

加
入
を
希
望
す
る
方
、
会
の
内
容
を

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
本
宮
市
支

部
事
務
局
（
☎
33

－

２
０
０
６
本
宮

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
若
い
方
に
積
極
的
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
、
支
部
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

私
は
、
趣
味
が
と
て
も
多
い
ん
で

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
庭
の
手
入
れ
や
田
畑
作
業

な
ど
も
大
好
き
で
す
。

　

ま
た
、
旅
行
や
写
真
撮
影
、
カ
ラ

オ
ケ
も
楽
し
み
ま
す
。
た
く
さ
ん

撮
っ
た
写
真
や
書
類
な
ど
も
、
見
た

い
と
き
に
す
ぐ
に
さ
っ
と
取
り
出
せ

る
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
も
好
き
で
、

何
か
し
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

㈶
福
島
県
身
体
障
が
い
者

　
　

福
祉
協
会　

本
宮
市
支
部

支
部
長　

桑
原　

一
美 

さ
ん

■
支
部
の
活
動

　

県
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
本
宮

市
支
部
は
、
市
内
在
住
の
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
々
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
は
現
在

約
３
３
０
人
で
、
会
員
同
士
の
親
睦

と
福
祉
増
進
を
図
り
、
社
会
福
祉
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

県
の
体
育
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
へ
の
出
場
、
福
祉
大
会
な

ど
へ
参
加
を
行
い
、
支
部
独
自
と
し

て
は
、
屋
外
へ
の
歩
行
訓
練
や
会
員

の
親
睦
を
深
め
る
一
泊
研
修
、
会
員

訪
問
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
歩

行
訓
練
は
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
、
会

り
の
力
を
発
揮
し
、
様
々
な
環
境

に
主
体
的
に
か
か
わ
る
子
ど
も
』

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

▲発表会のリズム劇　年少『金のがちょう』

▲米粉ピザ作り　みんなでトッピング
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健康づくりシリーズ

国
保

だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

　

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
、
ひ
と
月

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
で
市
の
国
民

健
康
保
険
か
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
お

返
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口

に
限
度
額
適
用
認
定
証
及
び
被
保
険
者

証
（
70
歳
以
上
の
方
は
高
齢
受
給
者

証
）
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え

る
分
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護

事
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
場
合
、
70
歳
未
満
の
方
と
70
歳

以
上
の
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
、
事
前

に
国
保
年
金
係
で
申
請
を
行
い
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
国
保
被
保
険
者
証
・

認
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

国
保
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
認
定
証
」
を
提
示
し
な
い
場

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
皆
さ
ま
へ

合
は
、
従
来
ど
お
り
の
手
続
き
（
高
額

療
養
費
の
支
給
申
請
を
し
、
差
額
が
後

日
支
給
）
と
な
り
ま
す
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
等
ご
と
に
外

来
の
高
額
療
養
費
の
算
定
を
す
る
た

め
、
同
一
の
月
に
複
数
の
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
な
ど
、
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、
従
来
ど

お
り
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

手
続
き
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
ご
加

入
の
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※ 

国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
「
認

定
証
」
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

１ 身体的虐待
　高齢者の身体に外傷が生じる、または生じ
るおそれのある暴行を加えること。
例：たたく ･つねる ･殴る ･蹴る ･火傷を負わせる
　　ベッドに縛りつけたりして身体を拘束するなど

２ 介護・世話の放棄・放任
　高齢者を衰弱させるような著しい減食、長
時間の放置など、高齢者の養護を著しく怠る
こと。
例：髪が伸び放題、皮膚が汚れている
　　 空腹状態が続いていたり、脱水症状や栄養失
調の状態にあるなど

３ 心理的虐待
　高齢者に対する著しい暴言、著しい拒絶的
な対応など、高齢者に著しい心理的外傷を与
える言動を行うこと。
例：排泄などの失敗に対して高齢者に恥をかかせる
　　怒鳴る、ののしる、子ども扱いをするなど

４ 性的虐待
　高齢者にわいせつな行為をすること、また
は高齢者をしてわいせつな行為をさせること。
例：懲罰的に下半身を裸にして放置するなど

５ 経済的虐待
　高齢者の財産を不当に処分するなど、高齢
者から不当に財産上の利益を得ること。
例：必要な金銭を渡さない、使わせない
　　 本人の年金・預貯金などを本人の意思・利益
に反して使用するなど

　高齢者虐待対応窓口は、地域包括支援センターとなりますので、ご相談
ください。
◆問い合わせ先　高齢福祉課（えぽか内）　本宮市地域包括支援センター
　　　　　　　　☎６３－２７８０

　高齢化が進む中、高齢者が地域において尊厳のある生活を維持し、安心して
生活できるよう高齢者虐待を防止し支援をしていきます。
　高齢者虐待防止法では、高齢者への虐待を大きく５つに区分しています。
高齢者虐待とは…

高齢者が安心して暮らせるまちに
ある生活を維持し 安心し

防ごう！ 高齢者虐待防ごう！ 高齢者虐待
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司法書士遠藤宏文事務所

ご相談ください！（相談無料、土日も相談可能）

郡山市桑野４－７－19－306
TEL 024－953－6114

その他　遺言書、贈与、不動産登記、債務整理・破産
　　　　裁判所への提出書類作成、日常トラブルなど

　

TEL：0 2 4 3（ 2 4）1 3 6 3　
本宮市青田字寄松100
http://miine.co.jp

◆米粉パン　　【ふんわりモチモチでほんのり甘いパンです】
◆米粉クッキー　【サクサクの食感。プレーン・チョコ・バターの三種類です】

その他、お米・コシヒカリ純米酒・お漬物なども多数ご用意しております。
詳しくは、HP又はお電話にてお問い合わせ下さい。

御稲（みいね）プライマル㈱

◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500 ☎44－2112

学学び・び・文化・化・スポーツの広場スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

本宮は みんなが愛する 本の街

しらさわ夢図書館・中央公民館図書室 ご案内ご案内ご案内からの

新着本新着本

イイイイ イイベベ イインン イイトト
キャラクター
モトム（本夢）くん

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

▲集中して話を聴く受講者の皆さん

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

ふ
く
ろ
う
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　

つ
く
ろ
う
！

　

白
沢
公
民
館
で
は
、
12
月
９
日

に
、
生
涯
学
習
講
座
「
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
で
作
る
ふ
く
ろ
う
の
マ
ス

コ
ッ
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
宮

市
在
住
の
安
達
孝
子
先
生
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、
新
し
い
素
材
と
し
て

人
気
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
い
ふ

く
ろ
う
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
を
学
習

し
ま
し
た
。

　

材
料
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
は
、
古

紙
や
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
生
紙
で
で
き

た
紙
製
の
も
の
で
す
。

　

受
講
者
は
カ
ラ
フ
ル
な
色
の
テ
ー

プ
を
利
用
し
て
、
先
生
の
丁
寧
な
指

導
で
、
か
わ
い
ら
し
い
ふ
く
ろ
う
を

仕
上
げ
ま
し
た
。

▲お手玉を楽しむ子どもたち

＊絵本・児童書・紙芝居＊ ＊一般書・実用書＊
・いじめられている君へいじめてる君へいじめを
　見ている君へ…………………………朝日新聞社
・ポップコーンをつくろうよ…トミー デ パオラ
・ねずみのとうさんアナトール …イブ タイタス
・かものプルッフ …………………リダ フォシェ
・アーサー王の剣……………エロール ル カイン
・つりめいじんめだる …………………東　君平

・日本大沈没……………………………藤巻健史
・はなちゃんのみそ汁…………………安武信吾
・椎葉神楽発掘…………………………渡辺伸夫
・もとみや世間遺産……本宮むかしむかしの会
・ああ面白かったと言って死にたい…佐藤愛子
・テルマエ・ロマエ　５…………ヤマザキマリ

※ これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂
く場合がありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

しらさわ夢図書館のおはなし会
■妊婦さんへのおはなし会
とき：２月22日（金）10:30～10:50
対象：妊婦さんとその家族
■赤ちゃんおはなし会
とき：２月22日（金）11:00～11:20
対象：赤ちゃんとその保護者
■リトルおはなし会
とき：２月24日（日）10:30～11:00
対象：幼児（未就学児）とその保護者
■小学生のための読書教室
とき：２月24日（日）11:00～11:30
対象：小学生とその保護者、一般
※ おはなし会などの内容については、
お問い合せください。

小
学
校
で
楽
し
く
昔
遊
び

〜
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
〜

　

本
宮
小
学
校
１
年
生
72
人
は
、

12
月
12
日
に
体
験
学
習
の
授
業
の

中
で
昔
か
ら
伝
わ
る
子
ど
も
の
遊

び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
地
域
の
お
年
寄
り

30
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
お
手
玉
や

お
は
じ
き
な
ど
の
伝
統
的
な
遊
び

の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
地
域
の
方
々

は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
「
元
気
を
も
ら
っ
た
」

「
お
手
本
を
み
せ
た
時
の
歓
声
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲完成した
　マスコット
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

お らせ知

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
」
参
加
者
募
集

◆
日
時　

２
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

◆
対
象　

市
内
在
住
で
子
育
て
中
の
方

　
　
　
　
（
託
児
あ
り
）

◆
定
員　

30
人
（
託
児
、
先
着
15
人
）

◆
申
込
方
法　

え
ぽ
か
受
付
か
電
話

◆
申
込
期
限　

２
月
10
日
㈰

「
お
花
の
の
り
巻
き
作
り
」
参
加
者
募
集

◆
日
時　

２
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

◆
対
象　

市
内
の
小
学
生

◆
定
員　

25
人

◆
申
込
方
法　

え
ぽ
か
受
付
か
電
話

◆
申
込
期
限　

２
月
17
日
㈰

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ぽ
か　

☎
63

－

２
７
８
０

「
親
子
に
こ
に
こ
広
場
」の
お
知
ら
せ

　

震
災
や
原
発
事
故
に
よ
る
、
お
子
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

◆
対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
内
容　

　

① 

お
子
さ
ん
の
た
め
の
手
遊
び
、
読
み
聞
か

せ
、
親
子
遊
び

　

② 

お
母
さ
ん
が
元
気
に
な
る
た
め
の
話
し
合
い

◆
ス
タ
ッ
フ　

　

 

福
島
県
臨
床
心
理
士
会　

臨
床
心
理
士
、  

保
育
士

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係

　

☎
63

－

２
７
８
０

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
の
回
収
に
つ
い
て

　

11
月
に
配
布
し
た
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
の
回
収
を

行
い
ま
す
。

● 

市
内
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
の
保

育
所
・
認
可
保
育
所
に
通
わ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
は
、
各
施
設
で
回
収
と
な
り
ま
す
。

● 

市
外
の
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
私
立
保
育

所
・
ど
こ
に
も
通
わ
れ
て
い
な
い
乳
幼
児
、

妊
婦
の
方
は
、
次
の
日
程
で
回
収
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
27
日
㈬
か
ら
28
日
㈭

　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か　

２
階　

保
健
課

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係

　

☎
63

－
２
７
８
０

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事
業

　
　
　

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

自
身
で
心
の
変
化
に
気
づ
き
適
切
に
対
処
で

き
る
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ
る
講
演
内
容
で
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

　
　
　
　

<

開
場>　

午
後
１
時
か
ら

◆
場
所　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

◆
講
師　

鎌
田　

敏
（
び
ん
）
氏

　
　
　
　
（
こ
こ
ろ
の
元
気
研
究
所　

所
長
）

◆
演
題　
『
元
気
な
心
で
元
気
な
毎
日

　
　
　
　
　

〜
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
術
』

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係

　

☎
63

－

２
７
８
０

市
民
卓
球
大
会
参
加
者
募
集

　

第
７
回
市
民
卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

◆
日
時　

３
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所　

総
合
体
育
館

◆
参
加
費　

団
体
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
中
学
生
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　

個
人　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

 （
60
歳
以
上
４
０
０
円
、
中
学
生

３
０
０
円
）

◆
種
目　

団
体
戦
（
男
女
別
）

　
　
　
　
（
一
チ
ー
ム
４
人
）

　
　
　
　

個
人
戦

　
　
　
　

 （
男
女
別
中
学
生
・
男
女
別
一
般
・

60
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
）

◆
申
込
方
法

　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
書
に

よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　

２
月
21
日
㈭

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33

－

２
６
１
１

市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

　

第
７
回
市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

３
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

◆
場
所　

本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館

◆
参
加
費　

無
料

◆
種
目　

 

競
技
部
門
（
一
般
男
子
・
女
子
）・

交
流
部
門

◆
申
込
方
法

　

 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申
込
書
に

よ
り
受
付

◆
申
込
期
限　

２
月
21
日
㈭

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33

－

２
６
１
１
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
「
楽
し
く
走
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
第
７
回
も

と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

４
月
21
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
15
分
開
会
式

◆
場
所

　

 

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
本
宮

（
し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
）
お

よ
び
特
設
コ
ー
ス

◆
参
加
費　

小
・
中
学
生　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

高　

校　

生　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

一　
　
　

般　

２
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

親　
　
　

子　

３
，
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

　

①
郵
便
振
替

　

 

専
用
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
便
局
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

 

振
替
用
紙
は
、
中
央
公
民
館
お
よ
び
白
沢
公

民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

　

①
郵
便
振
替　

３
月
８
日
㈮

　

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

３
月
15
日
㈮

◆
そ
の
他

　

 

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
、
保
護
者
の
署
名

捺
印
が
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
会
事
務
局
（
本
宮
市
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
34

－

２
１
３
１

高
齢
者
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
者
募
集

　

平
成
25
年
度
に
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
市
内
在
宅

の
65
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。

　

仲
間
づ
く
り
や
健
康
指
導
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
、
趣
味
を
生
か
し
た
活
動
や
入
浴
を
楽
し

み
、
い
つ
ま
で
も
健
康
を
維
持
す
る
事
業
で

す
。
利
用
は
、
週
１
回
（
祝
日
を
除
く
）
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
、
利
用
で
き
る
曜
日
や
場
所
・

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
期
限　

２
月
28
日
㈭

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ
か
内
）　

長
寿
福
祉
係

　

☎
63

－

２
７
８
０
（
内
線
２
８
６
）

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ぶ
く
ま
荘

　

☎
33

－

１
８
３
８

　

白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
44

－

２
１
３
３

奨
学
資
金
給
与
基
金
の
新
設
に
つ
い
て

　

本
宮
市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
篤
志
家

か
ら
の
寄
附
金
を
基
に
「
本
宮
市
篤
志
奨
学
資

金
給
与
基
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
篤
志
家
の
意
向
に
よ
り
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
苦
し
い
学
生
に
奨
学
金
を
給

与
す
る
も
の
で
す
。

◆
受
給
資
格

・
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

・ 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
お

よ
び
短
期
大
学
に
平
成
25
年
４
月
以
降
に
入

学
す
る
方

・ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
苦
し
い
と
認
め

ら
れ
る
方

・ 

向
上
心
が
あ
り
、
学
術
に
優
れ
品
行
方
正
で

あ
る
方

・ 

国
、
県
な
ど
か
ら
同
種
類
の
給
与
を
受
け
て

い
な
い
方

◆
成
績
基
準

　

平
均
３
・５
以
上

◆
奨
学
金
の
額
と
給
与
期
間

 

月
額
１
万
円
、
在
学
す
る
大
学
、
大
学
院
お

よ
び
短
期
大
学
の
正
規
の
修
学
期
間

◆
奨
学
生
の
人
数

　

年
間
10
人
程
度

◆
申
請
手
続
き

　

 

所
定
の
様
式
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
を
添

付
し
て
教
育
委
員
会
へ
提
出

◆
申
請
受
付
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

◆
そ
の
他

　

 

遠
藤
輝
雄
奨
学
基
金
（
貸
与
型
）
と
の
併
用

も
可
能
で
す
。

※ 

申
請
手
続
き
や
所
得
要
件
な
ど
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
平
成
25
年

２
月
中
旬
に
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
教
育
委
員
会
幼
保
学
校
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

幼
保
学
校
課　

学
校
教
育
係

　

☎
33

－

１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）
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お
知
ら
せ
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集

健　
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祉

イ
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ン
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観
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・
文
化

事
業
者

お らせ知

本宮市 ＜災害・避難情報＞

情報の入力

配信処理の実施

一斉配信

受信可能な
携帯電話

携帯電話会社
メールセンター

受　信

情

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

配信イメージ

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　下水道は、私たちが汚した水を、きれいにしてから川へ戻す重要な役割を持っています。
　川の汚れは、生活雑排水が大部分を占め、使われた水がそのまま捨てられると、家の周りの側溝から悪臭や、ハ
エ・蚊などの害虫が発生し、生活環境を悪くします。汚れた水が川や海を汚してしまうと、飲み水として使うこと
が難しくなります。住みよい環境のまちづくりのためにも水を汚さない、汚れた水を流さないよう心がけましょう。

　３月１日から携帯電話の緊急災害情報のメール配信を開始します。
　災害時などに、市が発表する緊急情報をいち早く配信することにより市
民の皆さんの安全、安心を図ります。
　なお、メール配信に伴う新たな費用負担やメールアドレスの登録は必要
ありません。
○利用範囲　NTTドコモ、KDDI（au）およびソフトバンクの携帯電話利用者
○配信範囲　市内の各携帯電話会社通話エリア内
○配信情報　避難準備情報、避難勧告、避難指示、土砂災害警戒情報、
　　　　　　阿武隈川避難水位到達情報など
○次の場合は受信できません
　・通話中や圏外の場合
　・受信の設定がされていない、または未対応機種使用の場合
　・メール配信時に本宮市外にいた場合
※詳細は、各携帯会社のホームページまたは本宮市のホームページをご覧ください。

下水道は、自然環境を良くし、自然を守る「公共財産」です

携帯 話 緊急災害情報 信 始

３月１日より緊急速報メール配信がスタートします３月１日より緊急速報メール配信がスタートします

髪の毛

水洗
トイレ用
以外の紙天ぷら油などの廃油野菜くずや食べ残し

◆問い合わせ先
　上下水道課　下水道係
　☎ ３３－１１１１
　（内線１１６）

◆問い合わせ先
　防災対策課　消防防災係
　☎３３－１１１１（内線１７６）

下水道に流してはいけないもの

認
知
症
予
防
の
た
め
に

　
「
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
」を

　
　
　
　
　

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
は
、
高
齢
者
の
集
団
認

知
検
査
と
し
て
開
発
さ
れ
た
検
査
で
す
。

　

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
予
防
を
考
え
ま
せ

ん
か
？

◆
日
時
お
よ
び
内
容

　

<

１
回
目>　

３
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
【
内
容
】　

①
検
査
の
説
明

　
　
　
　
　

②
検
査
の
実
施
（
約
45
分
間
）

　

<

２
回
目>　

３
月
21
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

　
【
内
容
】　

①
結
果
の
返
却

　
　
　
　
　

②
認
知
症
の
予
防
に
関
す
る
講
話

◆
対
象　

 

65
歳
か
ら
84
歳
の
方
で
、
２
回
と
も

参
加
で
き
る
方

※ 

以
前
、
同
じ
検
査
を
お
受
け
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

先
着
80
人

◆
場
所　

え
ぽ
か　

中
会
議
室

◆
持
ち
物　

 

鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
、
眼

鏡
（
必
要
な
方
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
先　

本
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
齢
福
祉
課
）

　

☎
63

－

２
７
８
０
（
内
線
２
８
４
）

税
に
つ
い
て
の

　
　

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部
で
は
、
税
理

士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館
１
階　

第
１
研
修
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
税
理
士
会
二
本
松
支
部

　

☎
33

－

５
５
３
５

広報もとみや ２ 月号 16



お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

悩み事の解決方法、専門家に聞いてみませんか

予約受付：平日 9 時～ 17 時 
二本松市本町 1丁目60-2 
（旧自治センター）

※1　行政書士・社会福祉士・社会保険労務士
※2　税理士・建築士・土地家屋調査士

☎0503381-3803
二本松 相談時間 担当 月 火 水 木 金

● ● ● ● ●
●

●※１ ●※2

弁 護 士
司法書士
専 門 家

10時30分～
15時30分

　「e－Tax」は、自宅やオフィスなどのパソコンから24
時間いつでもスピーディに申告ができ、添付書類も省略
できます。
　「e－Tax」を利用するには、事前に住民基本台帳カー
ド（電子証明書付）の取得が必要となります。
　カードの発行には、１週間程度を要しますので、利用
される方は、お早めにお手続きください。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
◆問い合わせ先
【住民基本台帳カードおよび電子証明発行に関すること】
　市民課　市民窓口係　☎３３－１１１１
　　　　　　　　　　　（内線１２３・１２４）
【国税電子申請・納税システムに関すること】
　二本松税務署　　　　☎２２－１１９２

確定申告納付期限のお知らせ
１．平成24年分確定申告分の納付期限および振替日

申告所得税 消費税および地方消費税
納付期限 ３月15日㈮ ４月１日㈪
振 替 日 ４月22日㈪ ４月24日㈬

　・預貯金残高のご確認をお願いします。

２． 前々年の課税売上高が、1,000万円を超えると消費
税の課税事業者となります。

　◆問い合わせ先
　　二本松税務署　☎２２－１１９２

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

○定期点検整備のため　２月14日㈭～16日㈯
　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さないよ
うご協力をお願いします。

　市の財政を支えるさまざまな税金は、本宮市にとっ
て大切な財源です。
　市税の滞納額は増え続けており、市の厳しい財政運
営をさらに圧迫している状況です。市税は市が行政サー
ビスを提供するための重要な財源であり、滞納額が増
えるとサービス低下などの影響が生じる恐れがありま
す。また、国民健康保険税は国保会計の運営だけに使
われるため、滞納額が増えると制度の運営ができなく
なってしまいます。

☆納期限までに納めないと
　税には各期別ごとに納期限が設定されています。「滞
納」とは期限までに納付がない状態をいい、納期限を
過ぎると延滞金が発生してきますので、納期限内の納
付をお願いします。
　また、納期限までに納付がない場合は20日以内に「督

促状」を送付し、納付を促します。それでも納付され
ない場合は滞納処分として、財産（不動産、給与、預
貯金、生命保険など）の差し押さえを執行することに
なります。

☆滞納する前に早めの相談を
　病気や失業、収入状況などの理由により市税を納期
限内に納めることができない場合、納付の方法につい
て随時相談に応じています。詳しい事情を確認した上
で納税計画を立て、必要な手続きを案内しますので差
し押さえなどの滞納処分を受ける前に、早めにご相談
ください。

　◆問い合わせ先
　　税務課　収納係
　　☎３３－１１１１（内線１６１・１６２）

２月１日㈮～28日㈭
　上記期間中は、もとみやクリーンセンターへの個人搬
入はできませんのでご注意ください。
◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター ☎３３－５４９９
　生活環境課　環境係 ☎３３－１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　（内線１１３）
　白沢総合支所 市民福祉課 生活安全係 ☎４４－２１１４

ごみの収集を休みます

納税相談はお早めに納税相談はお早めに

二本松税務署からのお知らせ二本松税務署からのお知らせ

個人搬入のお休み

「 T 」は 自宅やオフィスなどのパソコンから24

「ｅ－Ｔａｘ」をご利用ください「ｅ－Ｔａｘ」をご利用ください
国税電子申請・納税システム

17 広報もとみや ２ 月号
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意

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会

ミ
ナ
オ
オ

㈱（

３
３

―

１
０
０
１

）

　

宮
本

市

崎
戸
字
木
高

63

３
地
番

㈲

業
工
設
光

所（

３
３

―

５
９
８
１

）

　

宮
本

市

番
２
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孫
字
田
青

地
25　

㈱

設
山
小

備（

３
３

―

１
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３

）

　

宮
本

宮
本
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町
仲
字
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㈲

商
藤
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３
３

―
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７
８
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）

　

宮
本

市

１
地
番
１
内
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富
字
田
井
仁

㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
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宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

㈱

マ
カ
タ

ツ（

３
３

―

２
４
２
５

）

　

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

㈲

水
和
野
浜

道（

３
３

―

８
８
７
２

）

　

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

㈲

設
宮
本

備（

３
３

―

２
９
５
２

）

　

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

！

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません
◆問い合わせ先　建設課建築係　☎33－1111（内線145）

ここから下は広告欄です。

月　日 水道工事指定店 電 話 番 号
２月２日㈯ ㈲須藤住機工業 48-2357
２月３日㈰ ㈲浜野和水道 33-2788
２月９日㈯ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
２月10日㈰ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001･33-2412
２月11日㈪ ㈲光設工業所 48-2413･33-1895
２月16日㈯ ㈱ 小 山 設 備 33-3031
２月17日㈰ ㈲ 佐 藤 商 会 33-5875
２月23日㈯ ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
２月24日㈰ ㈲須藤住機工業 48-2357
３月２日㈯ ㈲浜野和水道 33-2788
３月３日㈰ ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
３月９日㈯ オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
３月10日㈰ ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
※ 宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

平成25年１月１日現在

男　性 15,082人(14)

女　性 15,746人( 8)

総人口 30,828人(22)

世帯数 9,652世帯(14)
（　）は、対前月比

件数 死者 傷者 郡山北警察署
本宮分庁舎より

（　）は
１月からの累計

本年 13(145) 0( 0) 14(167)
前年 14(134) 0( 1) 15(153)
増減 -1( 11) 0(-1) -1( 14)

▽
本
宮
む
か
し
む
か
し
の
会

　

代
表　

伊
藤
豊
子
さ
ん

　

◎ 

え
ぽ
か
図
書
等
充
実
の
た
め

　
・
も
と
み
や
か
る
た 

５
セ
ッ
ト

　
・
も
と
み
や
世
間
遺
産 

３
冊

▽
あ
げ
お
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会 

（
埼
玉
県
上
尾
市
）

　

実
行
委
員
長  

菊
池
久
美
雄
さ
ん

　

◎ 

復
興
支
援
の
た
め

　
・
現
金 

７
万
２
，１
５
５
円

▽ 

㈻
若
草
学
園　

わ
か
く
さ
幼
稚
園

 

（
宮
城
県
仙
台
市
）

　

園
長　

米
澤
孝
雄
さ
ん

　

◎ 

市
内
小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚

園･

保
育
所
へ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
し
て

　
・
マ
ス
ク 

63
万
６
千
枚

東
日
本
大
震
災
義
援
金

温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

 

（
Ｈ
25
・
１
・
23
現
在
）

▽
國
分
秀
通
さ
ん 

５
万
円

▽
上
尾
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

 

３
万
７
，５
６
０
円

漏水当番のお知らせ 納期のお知らせ

12月の交通事故発生状況

市のすがた

固 定 資 産 税 ４期
国 民 健 康 保 険 税 ８期
介 護 保 険 料 ８期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 ７期
上 下 水 道 使 用 料 12・１月分
集 落 排 水 使 用 料 12・１月分
下 水 道 受 益 者 負 担 金 ４期
住 宅 使 用 料 ２月分
住 宅 駐 車 場 使 用 料 ２月分
保 育 所 保 育 料 ２月分
幼 稚 園 保 育 料 ２月分
放 課 後 児 童 保 育 料 ２月分

納期限
2月28日（木）

※ 口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、
残高の確認をお願いします。

編
集
後
記

　

成
人
式
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
晴
れ
着
姿
の

新
成
人
を
前
に
し
て
、
ず
っ
と
私
の

心
が
叫
ん
で
い
た
言
葉
。

　
「
若
い
っ
て
い
い
な
ぁ
!!
」

　

自
分
に
も
あ
っ
た
そ
の
時
代
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
若
い

と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
か
気
づ
か
ず
に
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
!!　

今
を
大
切

に
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
一
番
寒
い
と
い
わ
れ
る
時

期
で
す
が
、
立
春
を
迎
え
暦
の
上
で

は
春
に
な
り
ま
す
。
花
々
も
咲
き
始

め
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

の
の

　本格的な冬を迎え、水道管の破裂などが多く
発生します。凍結の恐れのあるところでは水道
管に電熱線を巻くなどして、水道管やメーター
器を寒さから守る処置をしてください。
　万一、水道管が破裂した場合は、宅地内の水
抜きバルブ（水道メーターボックス内）を閉
め、本宮市指定の水道工事業者に修理を依頼し
てください。

水道管凍結にご注意を水道管凍結にご注意を
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保健衛生保健衛生だより保健衛生保健衛生だより保健衛生だより
種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

4 カ 月児健康診査 平成24年10月１日～10月31日生まれ ２月28日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成24年４月１日～４月30日生まれ ２月７日（木） 13：00～13：30
1歳6カ月児健康診査 平成23年７月２日～８月１日生まれ ２月６日（水） 13：00～13：30
3 歳 児 健 康 診 査 平成21年10月23日～11月15日生まれ ２月27日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
※プレママサークル同日開催（10：00～11：00） ２月20日（水） 9：30～11：00

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）または白沢保健センターでのみ発行しております。】

２月の健診日程

日曜 ･祝日当番医　診療時間 9：00～17：00 （昼休み 12：00～14：00） ※は、9：00～12：00

病院群輪番制日程表　◎夜間（18：00～翌日8：00）　●休日＋夜間（8：00～翌日8：00）

問い合わせ先　　●保健課　健康増進係（えぽか内） ☎６３－２７８０　　●白沢保健センター ☎４４－４１８８

月 2　　　　　　月 3　　　　　　月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
曜　日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
枡　病　院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
谷　病　院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎
二本松病院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

２月３日（日）
みうら内科クリニック【小児】（二本松市羽石） 22－5512
岩代国民健康保険診療所（二本松市百目木） 56－2461
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡）33－2721

２月10日（日）
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23－2111
野 地 眼 科 医 院（二本松市若宮） 23－0024
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町）33－5866

２月11日（月）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）辰星会　枡記念病院（二本松市住吉） 22－3100
池 田 眼 科 医 院（本宮市本宮字仲町）34－4100

２月17日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
整形外科内科　小林医院（二本松市根崎） 22－0682
吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院（本宮市本宮字万世）34－1330

２月24日（日）
渡 辺 医 院 【 小 児 】（二本松市正法寺町）62－3000
（医）慈水会　みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158
（医）国 分 整 形 外 科 医 院（本宮市本宮字仲町）33－1088

３月３日（日）
佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院（二本松市本町） 22－0570
（医）ダザイ胃腸科内科医院（二本松市表） 22－9255
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字平内）24－1028

３月10日（日）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24－1322
（医）慈 久 会 　 谷 病 院（本宮市本宮字南町裡）33－2721

きぼうホットラインきぼうホットラインきぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

きぼうホットライン 毎週水曜日  10:00 から 17:00 まで
☎０２４３－３４－５５６０
（相談して）        み よう     こ  こ  ろ まる 　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて

生活しています。ひとりで抱え込まずに相談して
みませんか。本人・家族どなたでも相談可能です。
　予約不要、秘密は厳守します。

休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いいたします。
なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。【小児】は、小児科の当番医療機関
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　１月３日、和田の岩角山岩角寺で
大梵天祭が開催されました。大梵天
は、その一部を身に付けていれば１
年間の無病息災・家内安全がかなう
とされることから、参拝者が競って
争奪するという祭りで、県内外から
多くの人で賑わいました。
　大梵天の争奪は、用意された12本
の大梵天を毘沙門堂で御護摩供祈祷
のあと、１本ずつ参拝者に投じら
れ、雪が舞い降りる寒さの中で熱い
戦いが繰り広げられました。
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は、その一部を身に付けていれば１
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月３ 和 の 角山 角寺で１月３日 和田の岩角山岩角寺で

岩角山大梵天祭岩角山大梵天祭岩角山大梵天祭

キーホルダー
280円

【販売箇所】
　白沢特産物直売所「産直さわちゃん」（白岩字柳内） ☎44-4477
　本宮市商工会（本宮字千代田） ☎33-2541
　アンテナショップきてみっせい（本宮字南町裡） ☎63-0008
　アサヒビール園 福島本宮店（荒井字上前畑） ☎33-1661
 ◆問い合わせ先  　
　秘書広報課　広報広聴係 ☎33-1111（内線 223）
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缶バッジ
200円

ぬいぐるみ
1,000円

　皆さんからお問い合わせをいただいていました、福島
のへそのまちもとみやのイメージキャラクター「まゆみ
ちゃんグッズ」の販売がついに始まりました。
　グッズは、まゆみちゃんのぬいぐるみ、キーホルダー、
缶バッジの３種類です。
　ぜひ、まゆみちゃんグッズをゲット！ してください。

だいぼんてんさいだいぼんてんさいだいぼんてんさい

び しゃもんどうび しゃもんどうび しゃもんどう お　ご　ま　く　き とうお　ご　ま　く　き とうお　ご　ま　く　き とう

まゆみちゃんのナンバープレート交付開始！まゆみちゃんのナンバープレート交付開始！まゆみちゃんのナンバープレート交付開始！まゆみちゃんのナンバープレート交付開始！
　１月４日から本宮市のご当地ナン
バープレートの交付を開始しました。
対象となる車両は、排気量125㏄以下
の原動機付自転車と小型特殊自動車
です。
　市役所には朝早くから、１番のナン
バーを希望する方が並びました。
　高松市長は「福島のへそのまちもと
みやを走ってPRしていただきたい」
とナンバープレートを交付しました。

◆問い合わせ先
　税務課　市民税係　
　☎３３－１１１１（内線１６５）
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▲ 90㏄と125㏄
の原動機付自転
車の1番の番号
を取得した渡辺
良一さん(左)と
高松市長

50㏄原動機付自転車と小型特殊自動車　
の１番の番号を取得した蒲生秀勝さん

▲


